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　親の監督が必要な子どもや介護が欠
かせない高齢者は，種々の支援を必要
とする点で「社会的弱者」とされます。
育児や介護を行う医師が「社会的弱者」
を扶養する義務と，医療者としての責
任を両立させるために，「世帯支援」
の視点に立った医師の労働環境整備が
望まれています。これは男女を問いま
せん。本稿では，筆者の約 20年にわ
たるマネジメント業務の中で培った
「世帯支援」の立場に立った労務環境
の在り方，労務管理者としてのマネジ
ング方法やトラブル回避の方法につい
てお示しします。

働くことをもう一度考えてみよう

　一言に「働く」といってもその内容
や目的は多岐にわたります。哲学者の
ハンナ・アレントは『人間の条件』 1）

の中で人間の活動を Labor（労働）, 
Work（仕事）, Action（活動）に分類し，
人間らしい人生を送るにはこれら全て
を充足することが重要だと述べていま
す。
　簡単に述べると，労働 （Labor）と
は生活の糧を得るための行為を指し，
時給・負荷の大きさ・労働時間などが
重要となります。仕事（Work）とは
人間は有限であることから生じる活動
で，時間を超えて続く世界を作ろうと
する行為であり，単純作業ではなく思
考が重要となります。臨床医にとって
は個々の診療・研究教育活動そのもの
と思います。活動（Action）とは，人
間は一人では生きていくことができな
いことに基づくもので，多くの人と協
調する作業となります。医師にとって
はお互いに尊重し合う関係性で行う
チーム医療，臨床システム構築，研究
教育活動などが活動に当たるでしょう。
　実際にスタッフと面談をしてみても
表面上は診療（Workに当たる）に対
する不満を述べているが，実際に困っ
ているのは経済的な問題（Laborの改
善が必要）であったり，実は人間関係
で課題が生じていたりすること（Ac-
tionの改善が必要）を経験します。管
理者は面談などを利用しながら，これ
ら 3つの「働く」ことをスタッフと共
に振り返っていくことが重要と思いま
す。

3×3フレームで 
困りごとを分析する

　管理者はスタッフに社会的弱者の扶
養義務が生じた場合，生活を支えるた
めの労働（Labor）という側面が重大
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かつ複雑になること
に留意せねばなりま
せん。さらに「共働き，
扶養者あり」と「非共
働き，扶養者あり」で
は，「時間」「サラリー」
と困っていること
（評価軸）が異なる
ため，深刻な対立が
生じる場合があるこ
とには十分注意する
べきでしょう（図1）。
　筆者は，世帯環境
による制約を「時間
的」「空間的」「経済
的」に分け，世帯情
報（「扶養者なし」「共
働き，扶養者あり」
「共働き，扶養者なし」）と組み合わせ
て 3×3フレーム（図 2）を作成し，
個別に対応していました。2項目以上
が危機的状況となると，キャリアパス
を設計することが経験的に相当困難と
なります。例えば，「共働き，扶養者
あり」世帯で子どもが就学前であれば，
時間的制約が生じることが多いので，
空間的制約，経済的制約が生じないよ
うに人事や家計マネジメントを行うこ
とがキャリアパスの実現に重要です。
一方，「非共働き，扶養者あり」世帯
では，働き方改革により時間的制約が
生じてしまった場合，いかに経済的制
約を生じさせないかが課題となります。
◆「時間」に対する tips：rush hour

　大前提として，子どもを一人にする
ことが児童虐待につながる危険性があ
ることを管理職は認識する必要があり
ます。「共働き，扶養者あり」家庭には，
扶養家族への援助に必要な時間である
“rush hour”が存在するので，勤務交
代のタイミングの調整や各種会議等の
設定時間を検討するべきでしょう。
◆ 「空間」に対する tips：中期的計画の
重要性
　誤解を恐れずに言えば，小学校入学
後の頻繁な転校は，子どもにとって大
きなストレスとリスクを伴います。こ
のため小学校入学から逆算して居住地
の変更を伴う転勤・異動のスケジュー
ルを立てることが有効であり，管理職
は 5～10年程度の中期的なキャリアパ
スを本人と相談していくことが重要で
す。
　さらに共働き世帯の場合は，保育所
や学童などの社会資源を使用して扶養
を行っている場合が多いです。職場が
変化する度に使用する社会資源を変更
することは困難なことから，短期間で
の転勤を避け，労働環境を一定とする

ことができれば望ましいと思います。
◆ 「お金」に対する tips：30代クライシ
スと 40代クライシス
　共働き世帯では，0～2歳児にかか
る高額な保育料（認可保育園の場合，
保育料は世帯年収に比例）や時短勤務
等による収入の減少から，保育園入所
と共に急激に時間的・金銭的余裕が減
じる現象が生じ得ます。数年間で解消
することが多いですが，注意が必要で
す（30代クライシス）。非共働き世帯
では，子どもが 10歳くらいまでは扶
養コストがあまり上昇しないので経済
的問題が生じることは多くないです
が，10歳を過ぎたくらいから教育費
高騰が大きな課題となり対応が困難と
なるケースが散見されます（40代ク
ライシス）。
　いずれにせよ中期的な計画を立て，
世帯支出のマネジメントを行うことが
大切です。さらに働き方改革により世
帯収入の変化が生じ，非共働き世帯に
おける 40代クライシスが増加しない
か注視していく必要があると思います。

対立を回避するために：平等
ではなく公平を

　共働きか非共働きかで世帯環境は大
きく異なり，具体的には「困っている

こと」が異なります（図 1）。経験的
には，「平等」という言葉がスタッフ
から出てきたら要注意です。「時間」「サ
ラリー」と困っていること（評価軸）
が互いに異なっているので，平等性を
要求したところで双方が納得する形で
の結論が出ることはまずないと思いま
す。管理者は「困っていること」がス
タッフにより異なっていることを全員
に率直に伝え，「平等」ではなく「公平」
であることを考えようと繰り返しアナ
ウンスしていくことが重要です。

＊
　以上，私見（図 3）による narrative 
reviewを記載させていただきました。
状況は目まぐるしく変化し，私がお話
ししたことと現実とが異なっている場
合も多くあると思います。皆で良くコ
ミュニケーションをとり，より良い仕
組みづくりを行っていくことができた
らと考えています。
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●図 2　  世帯環境による制約と世帯情報を組み合わ
せた 3×3フレーム

2項目以上が「困っている」に該当するとキャリアパス
の設計が難しくなるので，管理者には人事や家計の調整
といったマネジメントが求められる。

時間貧乏
〇賃金条件
〇長期赴任

× 学会，研究会
×off the job training

サラリー貧乏
〇時間条件

〇転勤・外勤
× サラリーを十分考慮

（特に 40 代～）

共働き世帯 非共働き世帯

●図 1　  共働き・非共働き世帯で困っていることの
違い

共働き世帯は時間貧乏になりやすい一方で，非共働き世
帯はサラリー貧乏になりやすい。両者の困りごとは異な
るので，管理者は平等でなく公平な職場環境の調整を行
いたい。

やったほうが良いと思うこと やらないほうが良いと思うこと
 ● 提案  ● 批判，べきだ論
 ● 公平  ● 平等
 ● 対面でのグループディスカッション  ● SNS・メールなど，テキストでの議論
 ● まず相手の話を聞く  ● まず自説を述べる
 ● 自分の意見を率直に直接述べる  ● 非公式に批判を述べる
 ● プロジェクト化，言語化  ● 概念的評価，イメージ
 ● 保守的な家計  ● ローンでの高い買い物

●図 3　 管理者がやったほうが良いと思うこと，やらないほうが良いと思
うこと（筆者の私見）
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